



































ーなどの教育研究施設等が 18 あります。本日は、そのうちの 22 の研究所・センターが主
催するシンポジウムです。
　研究所・センター群は本学の研究力の主要な源泉のひとつとなっています。京都大学に
















































































所など、数え上げれば 10 個や 20 個はすぐに出てまいりますが、そういった会社に大きく
成長して、今、世界の最先端でしのぎを削っています。
　うれしいことに、京都の企業は東京へ本社を移さないところが多いことが特徴です。大
阪の大企業のほとんどは、東京へ本社を移してしまって、ちょっと関西全体が地盤沈下気
味なのですが、京都の企業は京都に本社を置くことに誇りを持っています。
　東北には、東北大学を筆頭に非常に素晴らしい大学が多数あります。旧制の高等学校で
いいますと、京都大学は第三高等学校をベースにできた大学ですが、東北大学の前身は第
二高等学校で、東大の次に設立された高等学校でした。東北にはそういった素晴らしい伝
統を持つ立派な大学もありますし、ご来場の高校生の皆さんの多くが、この東北の地域で
勉強されると思います。京都にもまた素晴らしい文化があり、日々静かな散策ができて、
ユニークなところですから、もし興味がありましたら、皆さんも京都までぜひ足を延ばし
ていただければと願っています。
　きょうの午後は、iPS 細胞研究所長の山中先生がご講演をされます。一昨年、ノーベル
賞を受賞されて、きょうは、その素晴らしい話もお伝えできるのではないかと思います。
先ほども申しましたように、京都大学にはちょっと変わった先生が多いのですが、山中先
生は非常に常識的な先生だと思います。先生の素敵なお人柄が、若い皆さん、特に高校生
の皆さんに大きな夢を与えてくれるのではないかと期待をしているところです。
　本学の「自由の学風」は勝手気ままという意味ではありません。本当に何にもとらわれ
ずに新しい発想ができる、さらに自分を見つめ直し、自分の中にあるものに縛られず、真
の意味で自由になるということこそ京都大学の「自由」です。そういった本学の「自由」
をベースに多くの研究所・センターの研究者が、きょうは素晴らしい話をされると思いま
すので、ぜひお楽しみいただければと思います。本日はどうもご来場ありがとうございま
した。
